第３学年１組　算数科学習指導案

指導者　小畠　千鶴

１．日　時　　  平成19年11月21日（水）5校時　

２．単元名　　　形をしらべよう（全７時間）

３．教材名　　　長方形と正方形

４．単元の指導目標

・直角を知り、直角や辺に注目して、長方形、正方形、直角三角形の意味を理解し、それらをかいたりつくったりする。

・長方形、正方形などを敷き詰めていろいろな模様をつくる活動を通して平面の広がりに気づく。

５．指導にあたって

本学級の児童は、ドリル的な計算には意欲的に取り組むが、文章問題など、読み取って題意をつかむことを苦手としている。図形については、前学年で辺や頂点といった構成要素に着目して三角形、四角形の分類ができるようになっているが、角の形や辺の長さに注目できる児童はほとんどいない。

本教材は既習の三角形、四角形をもとに直角や辺に着目し、操作活動を通して長方形、正方形、直角三角形の意味や性質を理解し、弁別できることをねらいとしている。さらに、それらの図形を敷き詰めて模様を作り、平面の広がりに気づけるように構成されている。
指導にあたっては、児童の操作活動の時間を十分確保し、正確に作業できるように支援する。また児童の思考を助けるためのプレゼンテーションソフトを用いることによって、児童自らが図形の意味や性質に気づけるように支援していきたい。

６．指導計画（７時間）

１時　直角の定義を知り、単元の課題をつかむ。

２時　長方形について理解する。

３時　正方形について理解する。

４時　直角三角形について理解する。（本時）

５時　長方形、正方形、直角三角形を作図することができる。

６時　模様作りを通して、平面の広がりに気づく。

７時　学習内容の自己評価をする。

７．本時の目標

長方形や正方形を２つに分けて直角三角形をつくり、直角三角形の定義を理解する。

８．準備物

教師：長方形、正方形の色紙、前時に折って作った直角カード、大型三角定規三角形の拡大図、直角シール、ワークシート、パソコン、プロジェクター

児童：前時に折って作った直角カード、三角定規、はさみ、のり、ものさし

９．指導過程（４時間目）

	学習活動
	・指導上の留意点　 *評価基準と評価方法

	1． 長方形、正方形を切って直角三角形を作り、気づいたことを発表する。

￮対角線を引き、それに沿って切る。

2． かどの形について調べる。

￮直角カードで使って確かめる。

3． 直角三角形について知る。

4． 一組の三角定規の１つのかどは、どちらも直角になっていることを確かめる。

５．三角定規を使って４つの三角形から直角三角形を見つける。

6． 本時の学習を振り返る。

￮ワークシートに自己評価する。


	・長方形や正方形の定義を想起させる。

・対角線が引けているかを確認して切り取らせ、ワークシートに貼らせる。
* 切り取った図形について気づきをもつことができたか。

・直角カードの重ね方ができているかどうか確認する。

* どの三角形にも直角が１つあることに気づいたか。

・図形の構成要素の名称を確認させる。
・直角になっているかどに■シールをつけさせる。

・三角定規は、直角三角形の仲間であることを押さえる。

・わかりにくい児童には、教科書を動かしてわかりやすい位置にさせる。

* 三角定規の直角の辺を直角三角形のかどの辺ときちんと重ねて見つけることができたか。



	
	・対角線を引いて、直角三角形を作ることができる。

・直角カードを重ねて調べ、どの三角形にも直角が１つあることに気づく。

・直角になっているかどを見つけられる。

・三角定規の直角の辺を三角形のかどの辺ときちんと重ねて見つけることができる。


１０．評価


・直角三角形の定義・用語・性質を理解できたか。


・直角三角形の弁別ができたか。











